
そ
の
一
つ
が
、
横
浜
市
内
の
小

学
校
を
対
象
に
行
わ
れ
た
「
一
校

一
国
」
運
動
。
日
本
に
あ
る
ア
フ

リ
カ
35
カ
国
の
大
使
館
の
協
力
を

得
て
、
子
ど
も
た
ち
に
ア
フ
リ
カ

に
つ
い
て
学
習
す
る
場
を
提
供
す

る
取
り
組
み
だ
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
推
進
す
る
開
発
教
育
支
援

の
一
環
で
も
あ
る
。

市
内
の
小
学
校
に
参
加
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
名
乗
り
を
上
げ
た
の

は
計
55
校
。
今
年
2
月
か
ら
4
月

に
か
け
て
、
大
使
館
、
外
務
省
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
出
張
授
業
が
行

わ
れ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
、
ア
フ
リ
カ

部
の
職
員
16
人
が
参
加
。
各
国
大

使
館
の
大
使
や
参
事
官
ら
と
31
校

を
訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
約
1
時
間
。

大
使
館
か
ら
は
、
そ
の
国
の
自
然
、

気
候
、
動
物
、
服
装
、
食
べ
物
な

ど
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
か

ら
は
各
国
で
行
わ
れ
て
い
る
事
業

や
協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
た
。

ア
フ
リ
カ
の
人
と
交
流
す
る
の

は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が

初
め
て
。
今
ま
で
耳
に
し
た
こ
と

の
な
い
話
に
、
驚
き
を
隠
せ
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

「
ア
フ
リ
カ
っ
て
一
つ
の
国
じ
ゃ

な
い
の
？
」

「
子
ど
も
が
毎
日
水
く
み
を
し
て

る
な
ん
て
偉
い
！
」

「
一
つ
の
国
に
、
た
く
さ
ん
の
民

族
が
い
る
な
ん
て
。
言
葉
も
違
う

の
？
」

質
疑
応
答
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
次

第
4
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
）
の
開
催
地
と
な

っ
た
横
浜
市
は
、
外
務
省
、（
社
）

青
年
海
外
協
力
協
会
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
共
同
で
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
サ
イ

ド
イ
ベ
ン
ト
組
織
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
理

解
促
進
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
、
実
施
し
て
き
た
。
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カ
第
一
・
二
課
の
松
岡
秀
明
さ
ん

は
、「
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

異
文
化
や
国
際
協
力
に
興
味
を
持

っ
て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と

話
す
。

「
日
本
人
の
印
象
は
？
」
と
い
う

質
問
に
、「
親
切
で
親
し
み
や
す
く
、

ウ
ガ
ン
ダ
人
と
似
て
い
ま
す
ね
」

と
ジ
ェ
ミ
マ
参
事
官
。
遠
く
離
れ

た
ウ
ガ
ン
ダ
が
、
身
近
に
感
じ
ら

れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

一
校
一
国
運
動
を
き
っ
か
け
に
、

横
浜
市
の
小
学
校
と
ア
フ
リ
カ
の

間
に
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
た
。

5
月
30
日
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
に

出
席
す
る
た
め
来
日
し
た
カ
メ
ル

ー
ン
政
府
団
は
、
自
国
の
舞
踊
団

を
引
き
連
れ
て
、
港
南
台
第
二
小

学
校
と
小
坪
小
学
校
を
訪
問
。
現

地
の
楽
器
に
よ
る
華
麗
な
踊
り
を

披
露
し
た
。
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
で
も
あ

る
小
坪
小
学
校
の
荒
井
眞
弓
先
生

は
、「
本
や
テ
レ
ビ
で
は
な
く
、

〝
人
〞
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
知

識
が
大
切
な
ん
で
す
ね
」
と
強
調

す
る
。

ウ
ガ
ン
ダ
に
つ
い
て
学
ん
だ
元

街
小
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
が

「
ア
フ
リ
カ
の
た
め
に
、
何
か
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
」
と
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
す
る

運
動
※
を
始
め
た
。
キ
ャ
ッ
プ
8
0

0
個
で
子
ど
も
1
人
分
の
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン（
20
円
）に
換
金
で
き
る

こ
と
を
知
り
、「
地
域
全
体
に
広
め

て
い
こ
う
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
橋
渡
し
で
、

ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
カ
ン
パ
ラ
の
ナ

カ
セ
ロ
小
学
校
と
E
メ
ー
ル
の
や

り
と
り
を
始
め
る
予
定
だ
。「
ウ
ガ

ン
ダ
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
て
、

現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
直
接
話
を

聞
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
出
て

き
た
よ
う
で
す
」
と
6
年
生
担
任

の
上
田
亜
希
先
生
は
言
う
。

中
田
宏
・
横
浜
市
長
は
、
今
後

も
一
校
一
国
運
動
を
継
続
さ
せ
る

意
向
を
示
し
て
い
る
。
一
校
一
国

運
動
か
ら
生
ま
れ
た
横
浜
と
ア
フ

リ
カ
の
き
ず
な
。
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
交
流
を
通
し
て
、
国

際
協
力
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
に

違
い
な
い
。

い
で
す
」
と
言
う
。
最
初
は
緊
張

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
カ
メ

ル
ー
ン
の
エ
ソ
ン
バ
大
使
（
当
時
）

の
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は

思
わ
ず
手
拍
子
。
最
後
に
は
、
握

手
や
サ
イ
ン
を
求
め
、
長
蛇
の
列

が
で
き
た
。

ウ
ガ
ン
ダ
大
使
館
の
ジ
ェ
ミ
マ

参
事
官
と
、
元
街
小
学
校
・
北
方

小
学
校
を
訪
問
し
た
東
部
ア
フ
リ

か
ら
次
へ
と
質
問
が
飛
び
出
し
、

ど
の
学
校
も
予
定
時
間
を
オ
ー
バ

ー
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

港
南
台
第
二
小
学
校
と
小
坪
小

学
校
（
カ
メ
ル
ー
ン
）、
い
ず
み
野

小
学
校
（
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
）
を
訪

問
し
た
中
西
部
ア
フ
リ
カ
第
二
課

の
岩
本
園
子
さ
ん
は
、「
ア
フ
リ
カ

の
〝
人
〞
が
そ
の
場
に
い
る
と
い

う
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
か
っ
た
み
た
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5
月
28
〜
30
日
に
、
第
4
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
）
が
開
催
さ
れ
た
横
浜
市
で
は
、
市

内
の
小
学
生
に
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
一
校
一
国
」
運
動
が
実
施
さ
れ
た
。

ア
フ
リ
カ
各
国
の
大
使
館
や
外
務
省
職
員
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
、
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
な
ど
か
ら

ア
フ
リ
カ
の
話
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
は
る
か
遠
い
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
、
何
を
学
び
、
感
じ
た
の

だ
ろ
う
か
。

元街小学校を訪問し、ウガンダについて授業を
するジェミマ参事官。実際にアフリカの人から
聞く話は、子どもたちの心に響いたようだ

いずみ野小学校を訪れたモーリタニア・イスラム共和国大使
館のウルド・イナラ・ジャールー一等参事官（中央）と民族
衣装に挑戦する牧野校長先生（右）

第16回

ア
フ
リ
カ
と
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
IV
を
き
っ
か
け

に
、
ア
フ
リ
カ
を
知
ろ
う

ア
フ
リ
カ
の
人
に

出
会
っ
て

一
校
一
国
運
動
か
ら

生
ま
れ
た
国
際
協
力

※NPO法人エコキャップ推進協会（http://ecocap007.com）による運動。

5月17日に横浜赤レンガ倉庫で行われた「アフリカンフェ
スタ」で、元街小学校の6年生は一校一国運動の成果とし
て、自分たちが学んだことを発表した

5月30日、小坪小学校の体育館で、パフォーマンスを披露するカメルーンの舞踊団。初めて目にするアフリカの音
楽と踊りに、思わず踊り出す生徒や先生も

横
浜
市
「
一
校
一
国
」
運
動
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